
知の楽しみ

7 )00(.フ

4 1 1版1月 10日(月曜日)2000年(平成 12年)ウイークリ一文化③ 聞新日←ー時~ 

<21世紀>の読み方

二
O
O
O年
と
い
う
き
り
の
よ
い
年
を
迎

え
た
。
乙
の
機
会
に
、
一
一
十
一
世
紀
の
日
本

の
課
題
を
考
『
え
て
み
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
も
ま
ず
、
二
十
世
紀
の
日
本

の
歩
み
を
、
ア
メ
リ
カ
と
の
比
較
で
ざ
っ
と

ふ
り
返
っ
て
み
よ
う
。

二
十
世
紀
の
前
半
、
日
本
は
軍
事
大
国
を

目
指
し
て
、
敗
戦
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
。
後

半
、
経
済
大
国
と
し
て
成
功
し
た
。
乙
の
経

験
か
ら
、
平
和
と
民
主
主
義
と
国
際
協
調
の

大
切
さ
を
学
べ
た
の
は
よ
い
と
と
だ
。

け
れ
ど
も
最
近
、
経
済
大
国
と
し
て
の
成

功
が
同
時
に
限
界
と
も
な
っ
て
い
る
と
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
湾
岸
戦
争
、
バ
ブ

ル
崩
壊
、
テ
ポ
ド
ン
の
脅
威
:
:
:
。
ア
メ
リ

カ
の
与
え
る
枠
組
み
の
な
か
で
、
経
済
的
成

功
を
お
さ
め
る
の
に
精
一
杯
だ
っ
た
日
本
に

は
、
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
そ
の
枠
組
み
を
支

え
た
り
、
新
し
い
枠
組
み
を
提
案
し
た
り
す

る
だ
け
の
哲
学
も
心
の
準
備
も
な
か
っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
自
信
を
取
り
戻
し
て
い
る
の

が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
経
済
が
好
調
な
う
-
え
、

最
先
端
の
科
学
技
術
や
軍
事
・
外
交
で
も
、

世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
活

力
の
源
泉
は
ど
乙
に
あ
る
の
か
?
折
か
ら

ボ
ス
ト
ン
に
滞
在
中
の
私
は
、
こ
の
国
の
強

さ
の
秘
密
を
考
『
え
直
し
て
み
た
。

民
族
も
文
化
も
ば
ら
ば
ら
な
人
び
と
を
一

つ
に
ま
と
め
る
た
め
に
は
、
透
明
で
信
頼
で

き
る
制
度
が
不
可
欠
。
合
衆
国
憲
法
は
、
一
一

百
年
以
上
前
か
ら
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
世
界
で
も
っ
と
も
古
い
近
代
国
家
が
、

ア
メ
リ
カ
な
の
だ
。

ア
メ
リ
カ
国
民
一
応
、
①
白
允
た
ち
の
耐
航

(
自
由
・
民
主
主
義
・
個
人
主
義
・
信
仰
・
:

:
・
)
を
誇
り
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
②
強

者
だ
と
自
覚
し
、
そ
の
責
任
を
取
ろ
う
と
し

て
い
る
。
外
国
に
と
っ
て
は
、
鼻
も
ち
な
ら

な
い
お
せ
っ
か
い
、
と
も
う
つ
る
。
し
か
し

今
の
世
界
に
、
大
国
の
責
任
を
喜
ん
で
果
た

そ
う
と
い
う
国
は
ほ
か
に
見
つ
か
ら
な
い
。

が
重
視
さ
れ
る
。
服
装
は
質
素
で
、
ブ
ラ
ン

ド
品
や
携
帯
電
話
な
ど
誰
も
持
っ
て
い
な

.ν
 

こ
ん
な
彼
ら
が
大
学
生
に
な
る
と
、
猛
烈

な
馬
力
で
勉
強
す
る
。
ど
の
講
義
も
、
か
な

り
の
予
習
(
読
書
)
が
必
要
で
、
レ
ポ
ー
ト

も
ど
っ
さ
り
課
せ
ら
れ
る
。
眠
る
聞
も
惜
し

ん
で
準
備
を
し
、
み
る
み
る
学
力
を
つ
り
で

ア
メ
リ
カ
の
教
育
、
特
に
大
学
の
活
力
に

も
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

ま
ず
高
校
生
が
、
素
直
で
の
び
の
び
し
て

い
る
。
ス
ー
パ
ー
や
商
百
な
ど
、
い
た
る
と

こ
ろ
で
高
校
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る

が
、
大
学
の
学
費
を
貯
金
し
て
い
る
子
が
多

い
。
学
費
は
私
立
で
年
三
万
〆
、
日
本
の
倍

以
上
だ
が
、
親
が
払
う
の
は
ご
く
一
部
。
あ

と
は
奨
学
金
か
自
分
の
貯
金
、
銀
行
ロ
l
ン

が
頼
み
だ
。
男
女
を
閏
わ
ず
、
目
立
・
自
活

大学講皐乙そ新歯紀的基盤
米通の元気をどう学ぶか

い
く
。
批
判
精
神
も
旺
盛
だ
。
期
末
の
講
義

評
価
で
は
、
よ
い
授
業
だ
と
私
が
感
心
し
た

教
授
に
も
、
り
っ
と
う
厳
し
い
点
を
つ
り
て

い
る
。ア

メ
リ
カ
の
大
学
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
組

織
運
営
の
素
晴
ら
し
さ
だ
。
教
授
や
職
員
は
、

プ
ロ
の
知
識
人
、
専
門
人
に
徹
し
て
い
る
。

はしづめ・だいさぶろう 東京工業大学教授(社会学) 0 1948年
神奈川県生まれ。東大大学院博士課程修了。編著に『選捉 ・責任・

連帯の教育改革〔完全版〕 学校の機能回復をめざして』など。
橋爪大三郎

入
学
の
機
会
や
大
学
で
の
就
職
チ
ャ
ン
ス

を
、
地
球
全
体
の
へ
ひ
と
に
聞
い
て
い
る
。

実
力
主
義
で
、
つ
ね
に
競
争
と
相
互
チ
ェ
ッ

ク
が
は
た
ら
く
。
大
学
か
ら
政
府
に
転
職
し

た
り
企
業
に
移
っ
た
り
、
人
材
が
つ
ね
に
流

動
す
る
。
共
同
研
究
も
盛
ん
で
、
研
究
室
と

現
場
の
実
践
が
直
結
し
て
い
る
。
新
し
い
ア

イ
デ
ア
と
み
れ
ば
、
何
で
も
食
欲
に
取
り
入

れ
る
大
学
は
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
も
実
験

的
な
理
想
社
会
な
の
だ
。

先
端
技
術
の
開
発
や
基
礎
研
究
で
、
日
本

が
ア
メ
リ
カ
に
追
い
つ
悶
な
い
の
は
、
大
学

の
組
織
力
の
差
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学

に
は
、
世
界
の
人
材
を
引
き
つ
り
る
魅
力
が

あ
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
日
本
の
大
学
は
、
そ

う
し
た
魅
力
に
乏
し
い
。
日
本
社
会
を
す
べ

て
と
は
言
わ
な
い
が
、
せ
め
て
大
学
だ
り
は

思
い
切
っ
て
改
造
す
る
必
要
が
あ
る
。

国
立
大
学
を
独
立
行
政
法
人
に
し
よ
う
と

い
う
話
が
あ
る
。
法
律
で
が
ん
じ
が
ら
め
の

大
学
に
、
や
る
気
を
出
さ
せ
よ
う
と
い
う
ね

ら
い
は
悪
く
な
い
。
だ
が
、
と
れ
が
大
学
再

生
の
決
め
手
に
な
る
か
と
言
え
ば
、
そ
う
は

い
か
な
い
だ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
活
力
は
、
自
立
心
の

強
い
学
生
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
優
秀

な
教
授
や
ス
タ
ッ
フ
は
、
彼
ら
に
育
て
己
れ

て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
独
立
行
政
法
人

の
笥
た
貯
作
っ
て
も
、
学
生
が
ひ
弱
で
親
が

か
り
な
日
本
で
は
、
教
授
も
ぬ
る
ま
湯
に
つ

か
っ
た
ま
ま
だ
。
大
学
入
試
の
廃
止
な
ど
、

教
育
シ
ス
テ
ム
の
根
本
に
手
を
つ
け
な
け
れ

ば
、
改
革
の
う
ち
に
は
入
ら
な
い
。

と
あ
際
思
い
切
っ
で
‘
プ
)
ノ
リ
た
い
や
リ
の
結

織
運
営
を
す
る
聞
か
れ
た
大
学
を
五
校
ほ

ど
、
日
本
に
作
れ
ば
ど
う
だ
ろ
う
。
英
語
/

日
本
語
の
パ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
授
業
も
事
務
も

行
い
、
世
界
中
か
ら
教
職
員
を
募
集
。
就
職

チ
ャ
ン
ス
さ
え
あ
れ
ば
、
日
本
語
を
覚
え
て

定
住
し
て
も
い
い
と
考
-
え
て
い
る
海
外
の
研

究
者
は
想
像
以
上
に
多
い
。
や
っ
て
き
た
優

秀
な
人
材
が
、
数
年
し
て
日
本
に
慣
れ
た
ら
、

一
般
の
大
学
に
ど
ん
ど
ん
転
出
す
る
。
乙
れ

を
突
破
口
に
、
日
本
の
大
学
に
目
を
覚
ま
し

て
も
ら
お
う
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
設
置
基
準

の
改
廃
や
ビ
ザ
の
特
例
な
ど
、
政
府
の
強
力

な
後
押
し
も
必
要
だ
。

ー
超
一
流
大
学
を
何
十
校
も
擁
し
て
い
る
ア

メ
リ
カ
は
、
未
来
へ
の
鍵
を
手
に
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
並
み
の
す
ぐ
れ
た
大
学
制
度
を
整

え
な
け
れ
ば
、
日
本
の
二
十
一
世
紀
戦
略
は

立
た
な
い
と
言
い
た
い
。
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[日本〈毎日新聞}1月10日披‘管閑事到令人材民的程度。但是，美 :会人人均等;在美民一一一恕

道】題:重建大学是新世紀的基拙帰国的教育尤其是大学的活力彼;宵~ .， ; 国的大学里，実際~~品目，s
(作者 1京京工~大学教授緋瓜大:J:'/ 些債得剖目相看之赴。 tt;G FJV切能力受到尊重，覚 ~m91\四is
三郎)- ._--:' -_;t: -'， 首先，美国的高中生率宣鈍真，汗争和相互批坪得以 SEE設要~・s

我fìJ巳径迎来新千年。借此机h 生汽勃勃。在超市和商庖，活氏普i午 J 展升，朕合研究非~~ぷふぷ芯
会，社我伯来思考→下日本在21世多治釈慣大学学費而打工的高中J:常普通，研究室与国外教育
妃面1路的課題。 生。美国的私立大学毎年牧取3万円現場実践完美措州側側側繍蹴芯

首先不妨采取日美対比的形 、美元学費，比日本高出ー倍以上，市 :合。此外，大学与社会之阿怠是保持

式，筒単回顕一下辻去 1∞年日本通常父母只承担少部分i余額則隼 咋着有数的人オ流劫，常有大学教師

的周程。 ‘ 奨学金、該子存款或銀行貸款来填 之 特而遊人政府机美或企~工作。
20世紀上半叶，日本妄圏成~宰 朴。一不治男生女生，都崇尚自力更 在尖端技求汗笈和基拙研究方

事大国，后来遭受.， ;.面，之所以日本
了故敗的況重打11 ，-"-1j;京エ北大学教授携え淡 ...:.; '. 11堆以妊上美国，

音。在下半叶，日 11 r _ • ‘ ・ ‘ る -~ ーー __8 __ι ー 11 是因~大学的姐
本作雄済大国 11岡本教育庭向桑関侍昼什ム 11奴能力落后。美
市荻得成功。不 EE ・ -.---- 吋 ι 、 九司 :竺二二竺三二-"E国的大学具有吸

辻，最近的情況表明，迭紳成功f艮快就 生、自諜生路，穿着朴素深追逐名 ー引世界各地人オ的魅力，相反日本的
要刻上旬号。相比而言，美国充満着自 牌，也没有手机。 J ・3Jそ 九ー 大学却峡乏迭枠吸引力。

信。其経済勢尖良好，在尖端科技、宰 h 迭祥的高中生升人大学后，学刃 有人建波把国立大学作均独立
事和外交上也都赴子世界領先地位。 熱情扱高。逃取任何課程都需要荒分 行政法人。特大学以泣多的法律東
那~，美国活力焼定的根源在嚇里陀l ' 預刃，課后述要写許多披告J但他灯宇 縛下解脱出来，示失効調劫其釈扱

美国公民治自・己的紛値現(自 肯渇此栖牲睡眠肘問。在此泣程中，他 性的好亦法，但是恐伯不能断言迭
曲、民主主文、ノト人主文和信仰等、約得以掌握大量的学訳。此外，他'fm艮 就是重建大学的性招。
等)而自豪，具有強者的自我意訳， 有批坪精神，在期末思坪吋，対子;良好 美国大学的活力源泉是具有強

井慮意担負起相座的責任玖有吋好 的課程和宥名的教授，也敢子打低分。 u 烈自立精神的学生，甚至可以説，是

ふ---み~φ必~ム~-，.-~I 美国大学的一人他的造就了仇秀的教駅員工。而在
【法国《新規察芸o周刊- 重返学校与我約今天"7不起之赴，在 日本，学生相対罵弱，依頼父母，教

1月5日ウプ朔文章1題:7ー97 的第二険康教育和高等教 z千其姐奴送作的 J授也安子現状。不度除大学升学考
5的人都可上的学校I作者 L育不再有彼大的美系。官 9出色一以教授到℃試，hJ..教育体系的根本之赴着手，就

安舵・福カミ) -j'  :- 格根据小人需求分断段接z.駅工，清一色都 不能遊行真正的改革。 湾

宅 原文提要 f 到 2020~:受教育，在吋向上自由逃 6 是知沢分子湘守 吋掬有九十所超一流大学:的美
年，迭科学校特得封え分 に 捧的余地復大，如像侍続~~人士，大学大 ・ 1 国，掌握着汗息未来大口的胡匙。我

的皮展。学生到了 151可 ー那祥正常上学、晩向上謀、 6円向全球所有人 想説，如果不能建立起像美国那祥
エ作，但以后す定期接受 F 偲期上課、自我培削，不限?敵汗，遊人迭里 的仇秀大学制度，就不能碕立日本

培伽14史育。上環的義ヂ; ・ぷ;制学民利用新技求。各 6学三ヲ或就駅的机 的21世紀哉略。
子比辻会タ了，史多 :司E1:枠文完将会継綾有数， 94eeeed

的成年人出現&深堂 ;~ ，・~~~: :: ，: 但不再是求駅的法宝，

上。 司事 各企~更多地根据ノト人

未来的学校将是二J径回，而不是根据文究
7-97~的人都可上 竺至宝 来招鴨人オ。
的学校。像泣去那祥 . ... 教姉迭小限~在肘
将青少年美在学校15 矛笠 岡和空間上都可能被打
宇F凸h必Htヲご誌茸活:>.0:布T 判 砂#芹石 -1i!!1，ート也h 対~Jレ

i-¥: { ~ 
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ぜ I【〈日本経済新聞}J月7日披道1題:跨園川内 ι

界的学生争寺誠 ~ '.， ~ .~t.~~~3: 
一一 d

‘ 1争取学生生源也弄始正式遊人国豚覚司可竪二F岨

争吋代。 A以1本月起到2月，美国各名牌大 .ι正竿ニι
円

学格朕合在京京、大阪等地挙行留学説明笥læJ~lf，
会。参加日本各大学在欧美和亜洲等地朕 ，内

合挙亦的留学説明会的大学数量也在持祭岳輩格

増加。以日美両国国内 18.'#的人口減少 今智

治背景出現的迭科情況，使日本国内弄始J~
出現同肘披考圏内大学和国外大学的考ヤ」

生 a 斗 4 弘

1月下旬弄始在日本挙行朕合留学説明常雇裳事

会的有属子美国京部常青藤同盟的寄伶比亜 弓ず
大学 ;実夕法尼亜大学，此外，述有克林頓、
，思統的母校芥治敦大学和姐灼大学。各大学 i角

的有美負貴人格在京京、大阪、名古屋、 #齢
福岡、仙台等地召升介紹学校的脅題誹座， イ望3P
同肘也接待小人的留学昏淘。 c"注ょ

去年秋季，美圏西部名校加利福尼亜大匂虜伊
学的九大分校中，日本十分熟悉的洛杉机分 万三
校和イ自克利分校等八所分校也在京京等地挙母}{品
行了首次朕合留学説明会。大約有500人参 τF
加了迭次説明会，其中多数人希望披考短期ぷ2包九
留学。 、 -q川ダF

挙行一系列留学説明会的日方薗口是日 ，必晶、

本国隠文化教育中心。波中心的星野迷彦 君f-
i見，“我仰是首次接受与美国各名校祢商挙 "':'~'l"

行美国名牌大学留学説明会。美国圏内的 18'#人口
也在減少，荻得学生生源変得困准起来，因此美方似

乎汗始美注目本的学生市場"。
在日本，以 1989年汗始，日本国際教育祢会也

毎年招募圏内大学到亜洲和欧美各国挙行朕合留学説
明会。最初只有 14所大学参加，但今年以京京大学
均首的 147所大学披名参加在国外四小城市挙亦的説

明会。

~' 

~， 

E 

切%占現在，美国的再婚家庭超迂

550万小。
他的的故事自 20多年前的屯

影〈克莱黙夫担〉就己治人所熟悉:

陪生人在早餐臭上、在侵日里或者
在半夜去洗手間肘不期而遇。在接
厚手オ「手11311..七附必h'(，'寸 1~ 苓，17惜跡的

更迷だ或更憤世嫉俗。社会科学家
没有対迭小家庭倣辻研究。如果倣

了研究，他仰就会指出，金和燕里
的某些倣法是多数成功的再婚家庭

都会采用的。首先，他的毎夫都遊
行汗減布公的交淡，主人而預先安現
+全封I:Rふ7'1佐美"-掴仲y.-t“抽春" d眠、


